
  

コ
ン
ポ
ス
ト
で

  

生
ご
み
を
減
量
・
堆
肥
化
　
　

﹇
平
成
２２
年
度
コ
ン
ポ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
﹈

　
こ
の
事
業
は
、
地
区
を
限
定
し
、
希
望
す

る
全
世
帯
に
コ
ン
ポ
ス
ト
（
家
庭
か
ら
出
る

生
ゴ
ミ
を
各
家
庭
で
手
軽
に
堆
肥
に
で
き
る

容
器
）
を
無
料
配
布
し
て
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
の
減
量
や
堆
肥
化
な
ど
の
効
果
を
モ
ニ

タ
ー
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
生

ご
み
対
策
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
に
実
施

し
ま
し
た
。

○
実
施
地
区
　
新
穂
地
区

（
対
象
世
帯
数
１
７
０
４
世
帯
）

○
実
施
期
間
　
平
成
22
年
６
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
11
月
30
日
（
６
か
月
間
）

○
モ
デ
ル
事
業
参
加
世
帯
数
　
４
５
０
世
帯

（
参
加
割
合
26
・
４
％
）

○
モ
ニ
タ
ー
世
帯
数
　
45
世
帯

　
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
生
ご
み
の
投
入
量
や
堆

肥
化
の
状
況
を
毎
月
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

﹇
モ
ニ
タ
ー
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
﹈

良
か
っ
た
点

・
堆
肥
場
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
に
代
え
て
、
カ

ラ
ス
・
猫
・
狸
な
ど
被
害
が
減
っ
た
。

・
生
ご
み
が
堆
肥
化
し
、
肥
料
と
し
て
利
用

し
た
。

・
生
ご
み
に
堆
肥
化
し
た
土
を
被
せ
、
堆
肥

化
が
促
進
さ
れ
た
。

・
生
ご
み
を
毎
日
投
入
で
き
、
可
燃
ご
み
が

少
な
く
な
っ
た
。

・
堆
肥
化
が
進
み
、
生
ご
み
が
４
分
の
１
く

ら
い
に
な
っ
た
。

悪
か
っ
た
点

・
水
分
管
理
が
で
き
ず
、
虫
が
発
生
し
た
。

・
分
別･
運
搬
作
業
を
頻
繁
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
面
倒
。

・
芋
や
、
大
根
な
ど
の
野
菜
く
ず
が
堆
肥
化

し
に
く
い
。

・
小
バ
エ
が
飛
び
悪
臭
が
し
た
。
雨
が
多
い

時
に
水
が
た
ま
っ
た
。

堆
肥
化
に
向
け
た
改
善
策
等

・
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
用
し
て
、
悪
臭
が
無
く

な
っ
た
。

・
木
く
ず
を
多
め
に
入
れ
て
、
水
分
を
吸
収

し
た
ら
悪
臭
が
無
く
な
り
、
堆
肥
化
が
進

ん
だ
。

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
２
基
を
交
互
に
使
用
し
、

堆
肥
化
が
う
ま
く
い
っ
た
。

・
あ
る
程
度
堆
肥
化
し
た
ら
、
攪
拌
し
て
や

る
と
堆
肥
化
が
進
む
。

・
天
気
の
良
い
日
は
、
フ
タ
を
開
け
て
風
通

し
を
よ
く
し
て
や
る
。

  

ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
を
　
　

  

補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
と
ご
み
の
減

量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
家
庭
を
対
象

と
し
て
、
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
を
補

助
し
て
い
ま
す
。（
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
）

　
申
請
方
法
そ
の
他
詳
細
は
機
器
の
購
入
前

に
窓
口
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
器

・
コ
ン
ポ
ス
ト
　

　
　
１
基
４
０
０
０
円
上
限
、
２
基
ま
で

・
Ｅ
Ｍ
処
理
機
器
　

　
　
１
基
４
０
０
０
円
上
限
、
２
基
ま
で

・
電
動
式

　
　
１
台
３
万
円
上
限

お
問
い
合
わ
せ
　

　
市
役
所
環
境
対
策
課
　
☎
63―

３
１
１
３

「
ご
み
」か
ら
　

　
　「
資
源
」へ

モデル事業による結果と
　　　　　 生ごみ減量効果

新穂地区における
可燃ごみ・生ごみの前年度比較

一人１日当たりの生ごみの排出量

※Ｈ22年度は可燃ごみの発生量の見込みから算出し
　た数値です。

可燃ごみ発生量

生ごみ排出量

863.2 

294.1 

840.7 

208.1 

△ 22.5

△ 86.0

可燃ごみ・生ごみ H21年度 H22年度 増減

205. 5ｇ

可燃ごみに占める生ごみの割合 34. 1％

178. 0ｇ
コンポスト利用による一人1日当たり

の生ごみの減少量

8,874 ㎏
モニター45世帯の生ごみ減少量

（年間見込み）

78,289 ㎏
モデル事業参加450世帯の生ごみ減少

量（年間見込み）

単位；(トン)

　古紙の分別についてアンケート調査を行っ
たところ、「古紙を分別している」と回答し
た方は全体の６割で、ペットボトルや廃プラ
スチックと比べるとあまり分別がされていま
せん。
　古紙は、分別しなければ「燃えるごみ」、
分別すれば「資源」となり、みなさんの少し
の努力で「ごみ」から「資源」に変わります。
　「ごみの減量化」と「リサイクル推進」にご協
力をお願いします。

「古紙」の分別にご協力を！

か
く
は
ん
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　３月19日から27日までの土・日・祝日に

「いぶき21」（真野）を会場に「さど食の陣」

が開催されます。芸能披露、鍋物・地酒、佐渡

のグルメ・特産品コーナーなどがあり、開催日

にはイベント会場や温泉、観光施設を回るバス

を運行します。ぜひご利用ください。

① 芸能披露（午前10時30分から／午後１時から）
　佐渡民謡、鬼太鼓ほか
② 鍋物・地酒（午前10時～午後2時）
　鍋物（アンコウ鍋・タラ鍋・八幡いも鍋）も地酒も各500円で食べ放題。（なくなり次第、終了）
③ 佐渡のグルメ・特産品コーナー（午前10時～午後2時）
　ひげ地鶏の焼き鳥、佐渡牛の焼き肉、佐渡天然ブリカツ丼など（有料）。海産物や農産物のほか、雪割草もあります。

「さど食の陣」イベント内容　　お問い合わせ　さど食の陣実行委員会（社団法人佐渡観光協会内）☎24-1995

バスの運行 　お問い合わせ　新潟交通佐渡㈱本社営業所　☎57-2121

○ トキの森・飛鳥路特別ルート（社会実験）　　

○ さど食の陣無料シャトルバス　本線ルート　　運行期間　３月27日

運行期間　３月19・20・21・26日

片道運賃（目安）

乗降場所とバス時刻　

乗降場所とバス時刻　

進行方向

停留所

（汽）

（汽）
（汽）
（汽）

両津港

9：15
10：15
11：15
12：15
13：15

トキの森
公園

9：39
10：39
11：39
12：39
13：39

新穂小
学校前

9：45
10：45
11：45
12：45
13：45

妙宣寺
国分寺

9：57
10：57
11：57
12：57
13：57

アルコール
共和国

10：04
11：04
12：04
13：04
14：04

佐渡歴史
伝説館

10：07
11：07
12：07
13：07
14：07

根本寺

9：47
10：47
11：47
12：47
13：47

真野新町

10：02
11：02
12：02
13：02
14：02

いぶき21

10：06
11：06
12：06
13：06
14：06

大膳神社

9：57
10：57
11：57
12：57
13：57

本間家能
舞台前
潟上温泉

9：27
10：27
11：27
12：27
13：27

椎崎温泉

9：21
10：21
11：21
12：21
13：21

降車場所

乗車場所

両津港
潟上温泉

270円

潟上
温泉

300円
200円

トキの
森公園

780円
650円

いぶき
21

600円
460円

妙宣寺

進行方向

停留所

（汽）

（汽）
（汽）
（汽）

両津港

9：15
10：15
11：15
12：15
13：15

吉井

9：28
10：28
11：28
12：28
13：28

金井

9：35
10：35
11：35
12：35
13：35

佐和田
B S

9：47
10：47
11：47
12：47
13：47

河原田
本町

9：49
10：49
11：49
12：49
13：49

八幡温泉
前

9：54
10：54
11：54
12：54
13：54

真野新町

9：58
10：58
11：58
12：58
13：58

いぶき21

10：01
11：01
12：01
13：01
14：01

佐渡歴史
伝説館

10：02
11：02
12：02
13：02
14：02

進行方向

停留所 両津港

10：15
11：15
12：15
13：15
14：15

トキの森
公園

10：23
11：23
12：23
13：23
14：23

新穂小
学校前

10：28
11：28
12：28
13：28
14：28

国分寺
妙宣寺

10：40
11：40
12：40
13：40
14：40

アルコール
共和国

10：55
11：55
12：55
13：55
14：55

佐渡歴史
伝説館

11：10
12：10
13：10
14：10
15：10

根本寺

10：28
11：28
12：28
13：28
14：28

真野新町

10：46
11：46
12：46
13：46
14：46

いぶき21

11：04
12：04
13：04
14：04
15：04

大膳神社

10：38
11：38
12：38
13：38
14：38

潟上温泉
本間家
能舞台前

10：18
11：21
12：21
13：21
14：21

椎崎温泉

10：16
11：16
12：16
13：19
14：19

進行方向

停留所 両津港

10：15
11：15
12：15
13：15
14：15

吉井

10：16
11：16
12：16
13：16
14：16

金井

10：19
11：19
12：19
13：19
14：19

佐和田
B S

10：23
11：23
12：23
13：23
14：23

河原田
本町

10：28
11：28
12：28
13：28
14：28

八幡温泉
前

10：30
11：30
12：30
13：30
14：30

真野新町

10：42
11：42
12：42
13：42
14：42

いぶき21

10：49
11：49
12：49
13：49
14：49

佐渡歴史
伝説館

11：02
12：02
13：02
14：02
15：02

※シャトルバスのため「いぶき21」までは表の停留所以外では乗れません。また「いぶき21」と「佐渡歴史伝説館」以外では降りられません。

※シャトルバスのため、「両津港」までは表の停留所以外では降りられません。また、「佐渡歴史伝説館」と「いぶき21」以外では乗れません。

※快速便のため、表の乗降場所以外では乗り降りできません。

「さど食の陣」開催！
うまさぎっしり  旬の佐渡

会場までバスを運行します

アルコール
共和国

いぶき２１

佐渡歴史
伝説館

いぶき21行き
両津港行き

至畑野至小木

真
野
川

至赤泊

至佐和田

真野小

保育園

真野中

大膳神社
妙宣寺国分寺

真野新町真野新町
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
そ
よ
か
ぜ
に

「
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
室
」
が
１
月

か
ら
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
「
働
い
て
自
立
し
た

生
活
を
送
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
会
社
・
福
祉
施

設
・
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
仕
事
や
そ

の
仕
事
を
支
え
る
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
や
支

援
を
窓
口
や
電
話
相
談
、
ま
た
は
職
場
や
家

庭
訪
問
な
ど
で
行
い
、
安
定
し
た
職
業
生
活
の

実
現
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

・
会
社
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

・
会
社
で
実
習
を
し
て
み
た
い
　

・
職
場
内
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
　

・
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

・
そ
の
他
仕
事
や
生
活
に
つ
い
て
　

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
で
支
援
を
希

望
さ
れ
る
ご
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
皆
さ

ま
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　

　
佐
渡
市
内
に
お
住
ま
い
の
知
的
障
が
い
、

身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、
ま

た
は
発
達
障
が
い
の
あ
る
方

支
援
内
容

・
就
業
支
援
・
・
・
就
職
に
向
け
た
準
備
、

職
場
開
拓
、
職
場
実
習
の
あ
っ
せ
ん
、
職

場
に
定
着
す
る
た
め
の
支
援

・
生
活
支
援
・
・
・
健
康
面
で
の
支
援
、
諸

手
続
に
お
け
る
支
援
、
人
間
関
係
で
の
悩

み
な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
相
談
支
援
、

ま
た
は
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
の

た
め
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
障
が
い
者
雇
用
を
考
え
て
い
る
企
業
の
方
へ

　
こ
れ
か
ら
雇
用
を
考
え
て
い
る
企
業
の
方

や
、
す
で
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
企
業
の
方
に

対
し
、
職
場
へ
訪
問
し
情
報
提
供
や
安
定
し

た
雇
用
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
相
談
例
）

・
こ
れ
か
ら
障
が
い
者
雇
用
を
考
え
て
い

る
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

・
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
用
意
す
れ
ば
い
い
の
か
？

・
助
成
金
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
？

　
障
が
い
の
特
性
に
合
わ
せ
た
作
業
の
進
め

方
や
、
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

支
援
を
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
福
祉
会

そ
よ
か
ぜ（
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
室
）

　
〒
９
５
２―
１
２
０
９

　
佐
渡
市
千
種
丙
２
０
５
番
地
２

☎
67―

７
７
４
０   
Ｆ
Ａ
Ｘ 

63―

３
８
０
４

メ
ー
ル
　

soyokaze-shugyousien@
sky.plala.or.jp

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
業
と
生
活
を
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

高
齢
者
見
守
り

　
強
化
月
間
で
す

〜 
そ
よ
か
ぜ（
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
室
） 

〜

場
所
　

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
そ
よ
か
ぜ
内

 

（
セ
ー
ブ
オ
ン
金
井
店
の
裏
）

開
所
時
間
（
利
用
時
間
）
　

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

 

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

利
用
料
　
相
談
や
支
援
に
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
た
だ
し
、
実
習
で
施
設
や
会
社
を

利
用
す
る
場
合
の
交
通
費
や
利
用
料

等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

２
月
は

　
こ
の
月
間
は
新
潟
県
が
独
自
に
平
成
21

年
２
月
か
ら
取
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
高

齢
者
の
孤
立
死
や
虐
待
な
ど
の
防
止
を
目

的
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
が
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
る
冬
場
の
時
期
（
毎
年

２
月
）
を
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
に
設

定
し
て
、
地
域
住
民
や
市
が
協
力
し
て
高

齢
者
を
見
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
佐
渡
市
で
も
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
中
、
孤
立
死
や
虐
待
な

ど
が
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
組

ん
で
い
ま
す
。
見
守
り
と
は
「
特
別
何
か

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
行
っ
て
い

る
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
さ
り
げ
な
い
手
助

け
」
が
地
域
で
の
関
係
を
作
り
、
そ
れ
が

見
守
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　「
近
所
の
高
齢
者
を
最
近
見
か
け
な
い
」

な
ど
、皆
さ
ん
が「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」

と
感
じ
た
ら
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
市
役
所
、
支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
係
　

☎
63―

３
７
９
０

そよかぜ
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「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
が

　
　
　
正
式
に
世
界
遺
産
の
国
内
候
補
と
な
り
ま
し
た
。

繁
殖
に
む
け
て
羽
色
が
変
化

　
１
月
２
日
、
佐
渡
市
に
生
息
す
る
ト
キ
の

内
、
メ
ス
１
羽
に
繁
殖
期
入
り
を
示
す
羽
色

の
変
化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
キ
は
繁
殖
期
に
な
る
と
、
首
の
辺
り
か

ら
出
る
黒
灰
色
の
物
質
を
体
に
こ
す
り
付
け

て
黒
灰
色
の
姿
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
法
で
羽
根
の
色
を
変
化
さ
せ
る
の
は
ト

キ
特
有
の
も
の
で
、
黒
く
な
っ
た
羽
は
繁
殖

可
能
な
状
態
を
表
す
と
と
も
に
、
巣
で
卵
を

抱
く
時
に
保
護
色
の
役
割
を
果
た
す
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
月
頃
か
ら
羽
の
色
が

生
殖
羽
の
黒
灰
色
に
変
わ
り
、
枝
渡
し
な
ど

の
求
愛
行
動
を
経
て
３
月
頃
に
産
卵
が
始
ま

り
ま
す
。

　
昨
年
は
佐
渡
島
内
に
お
い
て
６
組
の
ペ
ア

が
営
巣
し
、
そ
の
う
ち
５
組
で
産
卵
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
孵
化
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で
、
ト

キ
が
最
も
神

経
質
に
な
る

季
節
で
す
。

ト
キ
を
観
察

す
る
と
き
は

遠
く
か
ら
ト

キ
を
驚
か
せ

な
い
よ
う
静

か
に
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

新
潟
で
ト
キ
の
死
骸
確
認

　
平
成
22
年
12
月
27
日
、
新
潟
市
西
蒲
区

越
前
浜
の
巻
漁
港
に
お
い
て
ト
キ
１
羽

（
第
３
回
放
鳥
、
４
歳
メ
ス
）
の
死
骸
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
中
央
家
畜
保

健
衛
生
所
で
実
施
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
遺
伝
子
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
結
果

は
陰
性
で
し
た
。
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
の
死

骸
確
認
は
今
回
で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
１
月
20
日
現
在
、
佐
渡
島
内
で
20
羽
、

本
州
で
４
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
チ
ー
ム
が
ト
キ
の
生
態
な
ど
を
調

べ
る
た
め
の
追
跡
・
確
認
・
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ト
キ
は
広
い
範
囲
を
飛
ぶ

た
め
、
市
民
や
観
察
者
の
皆
さ
ん
の
目
撃

情
報
は
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
ト
キ
を
目
撃
さ
れ
た
際
に
は
、
ト
キ
交

流
会
館
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ト
キ
目
撃
情
報
連
絡
先

佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館

　
（
佐
渡
市
新
穂
潟
上
１
１
０
１
―
１
）

　
☎ 

０
１
２
０
―
９
８
０
―
５
５
１

　
（
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

※
ト
キ
目
撃
情
報
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

で
す

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
９
―
２
４
―
６
０
４
１

　
（
24
時
間
受
付
）

　
佐
渡
金
銀
山
は
、
昨
年
10
月
６
日
開
催

の
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に

お
い
て
、｢

金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山

の
遺
産
群｣

と
し
て
わ
が
国
の
世
界
遺
産

暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
記
載
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、
11
月
22
日
に
ユ
ネ
ス
コ
に
受

理
さ
れ
、
現
在
ユ
ネ
ス
コ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　｢

金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産

群｣

の
掲
載
内
容
は
、
①
日
本
列
島
と
ユ

ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
間
に
あ
る
佐
渡
島
に
お

い
て
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
金
・
銀
の

採
掘
技
術
や
鉱
山
遺
跡
と
建
造
物
が
残
っ

て
い
る
。
②
石
見
銀
山
か
ら
伝
播
し
た

｢

灰
吹
き
法｣

や
独
自
の｢

焼
金
法｣

に
よ

り
、
17
世
紀
初
め
に
日
本
で
最
大
の
金
銀

山
に
な
っ
た
。
③
採
掘
・
製
錬
、
金
貨
幣

の
製
造
に
い
た
る
一
連
の
生
産
シ
ス
テ
ム
が

示
さ
れ
る
。
④
佐
渡
金
銀
山
か
ら
産
出
し
た

金
が
金
本
位
制
へ
と
移
行
す
る
当
時
の
国
際

経
済
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
が
貴
重
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
４
０
０
年
以
上

に
わ
た
る
金
銀
鉱
山
の
採
掘
技
術
の
発
展
と

鉱
山
経
営
に
関
す
る
文
化
的
伝
統
の
蓄
積
を

示
す
類
似
の
資
産
は
存
在
し
な
い
と
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

h
c.u
n
e
sco
.o
rg
/e
n
/te
n
ta
tiv
e

lists/5
5
7
2
/

で
。(T

h
e
 
S
a
d
o
 
co
m
p
le
x
 

o
f 
h
e
rita
g
e
 
m
in
e
s, 
p
rim
a
rily
 
g
o
ld
 

m
in
e
s)

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

『西洋人の描いた日本地図ージパン
グからシーボルトまで　図録』（社
団法人ＯＡＧ・ドイツ東洋文化研究
協会　編集・発行）より

佐渡の部分図（上図の拡大）

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

75
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毎
週
木
曜
の
昼
休
み
は
「
み
ん
な
で

遊
び
た
い
む
」
で
す
。
児
童
数
が
減

り
、
現
在
は
各
学
年
Ｋ
組
一
学
級
で
す

が
、
全
校
１
６
８
人
が
仲
良
く
運
動
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
異
学
年
の
か
か
わ
り
も
重
視
し
、
全

校
縦
割
り
の
「
か
っ
ぱ
班
」
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
河
原
田
小
児
童
会
の
河
と

童
の
二
文
字
で
河
童
（
か
っ
ぱ
）
で

す
。
毎
日
の
清
掃
は
、
か
っ
ぱ
班
で
行

っ
て
い
ま
す
。
運
動
会
で
は
、
か
っ
ぱ

班
ご
と
に
創
作
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
す
。

　
夏
に
は
佐
和
田
浜
で
、
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か
っ

ぱ
班
ご
と
に
砂
浜
で
し
か
で
き
な
い
遊

び
を
考
え
実
行
し
ま
す
。
身
近
な
自
然

に
親
し
ま
せ
る
児
童
会
行
事
で
す
。 

　
異
学
年
が

か
か
わ
る
こ

れ
ら
の
活
動

を
通
し
て
、
河

原
田
の
子
ど

も
た
ち
に
思

い

や

り
、
親

切
、
感
謝
の
気

持
ち
が
育
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
、
当
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ

イ
ン
会
場
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
５
年
生
は
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

ゲ
ー
ト
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
持
っ
た
り
、

選
手
に
メ
ダ
ル
や
タ
オ
ル
を
渡
し
た
り
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

出
場
す
る
職
員
を
は
じ
め
多
く
の
鉄
人
を

間
近
に
見
て
、
子
ど
も
た
ち
も
刺
激
を
受

け
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
出
場
す
る
子

ど
も
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
河
原
田
は
商
人
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

商
店
街
の
春
の
本
町
市
に
は
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
が
出
演
し
、
大
勢
の
買
い
物
客
の

前
で
披
露
し
て

い
ま
す
。

　
秋
の
本
町
市

で
は
、
３
年
生

が
「
一
日
で
っ

ち
体
験
」
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
数
人

ず
つ
に
分
か
れ

お
店
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、

あ
い
さ
つ
、
呼
び
込
み
、
対
応
、
お
礼
な

ど
の
基
本
的
な
接
客
の
仕
方
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　
河
原
田
の
よ
さ
に
気
付
き
、
ふ
る
さ
と

を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
、
今
後
も
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
共

に
河
原
田
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

☎
23
―
４
８
９
８

　
私
た
ち
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
「
佐
渡
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
、
「
海
岸
の
ご
み
が
気
に

な
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
平
沢
海

岸
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。

改
め
て
見
て
み
る
と
た
く
さ
ん
の
ご
み

が
あ
り
、
海
に
ご
み
を
捨
て
て
い
る
人

も
多
く
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
佐
渡
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で

あ
る
海
を
こ
れ
以
上
汚
さ
な
い
た
め
に

も
、
佐
渡
島
民
一
人
ひ
と
り
の
ご
み
へ

の
意
識
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
ご
み

は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
決
め
ら
れ
た
日

に
出
す
、
ご
み
を
見
つ
け
た
ら
拾
う
な

ど
、
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
島
民
の
皆

さ
ん
で
心
が
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
、
佐
渡
を

活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
住

む
島
を
自
分
た
ち

で
守
る
た
め
に
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
佐
渡
市
立
南
中
学
校
　
３
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
祐
里
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
　
友
梨
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
松
　
実
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
嶋
　
里
菜

池作りに挑戦する班

スーパーででっち体験

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う

南
中
学
校
３
年
生
が

　
　
　
　
　
　
佐
渡
の
活
性
化
の
た
め
に

日時　2月20日(日)　
　　　午後１時～４時30分

会場　佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）　
　　　佐渡市小木金田新田150―3

　　　☎86-2320

参加費無料、申込不要
解説　ＮＰＯ法人佐渡芸能伝承機構　
　　　理事長　松田祐樹さん

お問い合わせ　
　ＮＰＯ法人佐渡芸能伝承機構

　☎080-6634-3423

日時　3月21日（月・祝）
　　　午前10時～午後2時

会場　佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）
入場無料
※出店者同時大募集！ 詳しくはお問い合

　せください。

【出店申込締切　2月22日（火）】

お問い合わせ　
　佐渡太鼓体験交流館　☎86-2320　

　メール info@sadotaiken.jp

掘り出し物、お宝いっぱいです！

小木フリマ＠たたこう館

鬼太鼓の伝播を探るシンポジウム 第5回

佐
渡
市
立 
河
原
田
小
学
校
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師
走
の
第
一
日
曜
日
、
小
木
地
区
恒
例
の

「
小
木
芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
児
か
ら
小
・
中
・
高
校
生
そ
し
て

熟
年
層
ま
で
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
寸
劇
あ

り
、
お
ま
け
に
エ
コ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

と
盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
裏
方
か

ら
出
演
、
司
会
に
と
大
忙
し
の
実
行
委
員
の

若
者
た
ち
の
踏
ん
張
り
と
、
各
出
演
団
体
の

見
事
な
芸
と

の
コ
ラ
ボ
レ

ー

シ

ョ

ン

で
、
一
年
を

締

め

く

く

る
、
と
び
っ

き
り
な
笑
顔

が
会
場
を
埋

め
尽
く
し
て

い
ま
し
た
。

　
公
民
館
主
催
に
よ
る
正
月
用
の
神
棚
飾
り

の
「
下
げ
紙
教
室
」
を
12
月
19
日
に
赤
泊
総

合
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
野
口
千
秋

さ
ん
に
持
参
し
て
い
た
だ
い
た
、
縁
起
の
よ

い「
宝
船
」、「
恵
比
寿
」、「
大
黒
」や
来
年
の
干

支
の「
う
さ
ぎ
」な
ど
の
図
案
か
ら
自
分
の
好

き
な
も
の
を
選
び
、
和
紙
を
３
〜
５
枚
重
ね

て
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
い
て
い
き
ま

す
。

　
今
年
は
雪
も
無
く
赤
泊
地
区
以
外
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
窓
か
ら
の
や
わ
ら
か
い
日

差
し
を
受
け
、
切
り
抜
き
箇
所
の
多
い
む
ず

か
し
い
図
案
を
選
ん
だ
人
も
、
講
師
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
38
回
　
小
木
芸
能
祭
（
小
木
地
区
）

下
げ
紙
づ
く
り
　 

　
　（
赤
泊
地
区
）

2／15（火）

2／16（水）
2／17（木）
2／18（金）

2／19（土）

日　程 時　間 会　　場

午前9時30分～
午前11時30分～
午前9時35分～
午前10時～
午前10時30分～
午後1時10分～
午前11時～
午後2時～

小木こども支援センター
深浦小学校
小木小学校
羽茂保育園
赤泊保育園
赤泊小学校
★両津地区公民館
★中央図書館

　『冒険者たち―ガンバと十五匹の仲間』の斉藤惇夫さ
んの新作。処女作『グリックの冒険』が1970年、次の『冒
険者たち』1982 年。その後 28年後の 2010 年、10月に
待望の『哲夫の春休み』が刊行されました。
　内容は、小学校最後の春休み、哲夫は列車を乗りつい
で、新潟の長岡まで一人旅をすることになりました。車
内で一緒になった中年の女性順子 ( なおこ ) と話をす
るうち、哲夫は見るはずのない光景を見るようになり
ました。現在と過去が交錯する時の
中、父の故郷で体験した不思議なで
きごととは？大人も楽しめるファン
タジーであり、心に響く長編です。
　齋藤惇夫さんは、一昨年佐渡にて
「読書の大切さ」を講演してください
ました。今年は7月に来島されます。
ぜひ読んでみてください。　

『哲夫の春休み』 斉藤惇夫 著 岩波書店
新刊書の紹介

恒例のパペット・シアター・キッチンによる
人形劇巡回移動公演　　近日開催！
　今年の人形劇は「さどお
けさ」です。佐渡の子どもた
ちが意外と知らない、さどお
けさ伝説を人形劇で演じま
す。伝説として語られる佐渡
おけさの由来は猫の恩返し
として知られています。今年
は人形劇を通して子どもた
ちに郷土に伝わるお話しを
届けたいと思います。
　

★印の会場はどなたでもご覧いただけます。ぜひお越しください。

お問い合わせ　小木図書館 ☎86-3841／中央図書館 ☎63-2800

（昨年の上演）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）
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災害のない一年を願って
　新春恒例の佐渡市消防出初式が、1月9日、佐和田地区を会場

に行われました。当日は、風雨のため、佐和田商店街で予定し

ていた分列行進は中止になりましたが、佐和田海水浴場駐車場

で車両15台、参加人員61名による一斉放水は予定どおり実施さ

れました。

　天候の悪い中、多くの市民の皆さまが見学に来ていただき、

消防団の勇壮な姿、色とり

どりの放水に大きな拍手が

飛び交っていました。

　また、式典では、消防団

協力事業所20社および退

団者に佐渡市消防団長から

感謝状が贈られました。

佐和田海水浴場駐車場での一斉放水

入間市の駅伝大会で優勝
　姉妹都市・入間市（埼玉県）で「第44回入間市駅伝競走大会」

が開催され、両津地区体育協会陸上競技部の3チーム27名が参加

しました。歴史と伝統のあるこの大会には18年前から参加し、交

流しています。

　地区体育協会の部に出

場した３チームはそれぞれ

力走し、「両津体育協会Ａ

チーム」が２年ぶりに優勝

しました。

　おめでとうございます。

かけもちづくり
　１月23日に、泉公民館（金井）

で「かけもち」づくりが行われま

した。

　かけもちづくりは、豆やごまな

どを混ぜてついた餅を２～３日放置して固まらせ、短冊状に薄く切

ります。そして切った餅をつるすために、ひもにはさみながら編み

込んでいきます。参加者は、餅の切り方や、餅をつるすための編み

込み方のコツなどを講師に聞きながら、楽しく作業を進めていまし

た。この日つくったかけ

もちは乾燥させ、１か月

以上経ったらできあがり

です。

　焼いたり油で揚げた

りして食べると香ばしく

素朴な味わい。大人も子

どもも喜ぶ、昔ながらの

おやつです。

おめでとうございます
　障がいがある方の芸術文化活動の場とし

て開かれている「新潟県障害者芸術文化祭」

において、千種の渡部栄さんが自由詩部門で

県知事賞を受賞されました。

　受賞作の「小さな町のチンドン屋」は、渡部

さんが10年以上続けているチンドン屋「ほが

らか座」の活動を題材にしています。

　おめでとうございます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

 第9回新潟県障害者芸術文化祭　
 平成22年度 自由詩部門 県知事賞受賞

小さな町のチンドン屋

　　　　　　　　　　　　　　渡部　栄

町のはずれにドドーンと狼煙があがった

今日は朝から町が妙に浮き浮きしている

町のチンドン屋も午後から忙しくなる

座長は退職したばかりの校長

トランペットの文ちゃんは

Ｕターンの町会議員

股旅姿が似合うのは郵便局長

局長室の顔とは随分違う

「せんべい屋」の婆ちゃんは名取り顔負け

「君が代」だって踊れると薄い胸をはる

自衛隊の松ちゃんは

フーテンの寅さんに変身

「用意が出来たら出んかっちゃー」

座長の声にトランペットが鳴り響く

「ワー、校長先生のチンドン屋ダー」

こども達がぞろぞろ列に加わる

一回りするのに四十分の小さな町だ

チンドン屋が終る頃

町は元の静けさをとり戻す

ほがらか座の活動

市長に優勝を報告

のろし

ぶん

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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近
年
の
麻
し
ん
の
流
行
を
受
け
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

（
平
成
22
年
度
の
高
校
３
年
生
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、
委
託

医
療
機
関
で
予
約
し
て
接
種
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。
（
市

で
負
担
し
て
い
ま
す
が
平
成
23
年
４
月
１
日

以
降
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
）

　
未
接
種
者
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
生
活
課
　
健
康
推
進
室

健
康
増
進
係
　
☎
63
―
３
１
１
５

　
佐
渡
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・

脊
髄
小
脳
変
性
症
等
の
難
病
の
患
者
の
方
と

そ
の
家
族
の
集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
は
と
き
の
会
の
広
報
紙
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
ご
病
気
の
方
と
話
し

合
い
、
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
髄
小
脳
変
性

症
・
多
系
統
萎
縮
症
・
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
等
の
難
病
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の

方日
時
　
３
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
午
後
３
時
（
受
付
10
時
か
ら
）

会
場
　
佐
渡
総
合
病
院
　
２
階
　
講
堂

内
容
　
と
き
の
会
の
広
報
紙
づ
く
り
・
交
流

会
・
昼
食
会
（
弁
当
代
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限
　
３
月
２
日
（
水
）
ま
で

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
保
健
所
地
域
保
健
課
　
☎
74
―
３
４
０
７

　
佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
除
細
動
）

等
、
実
技
を
含
む
普
通
救
命
講
習
を
毎
月
行

な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

２
月
の
講
習

日
時
　
２
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

場
所
　
南
佐
渡
消
防
署

定
員
　
10
名
程
度

申
込
期
限
　
２
月
17
日
（
木
）
ま
で

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

南
佐
渡
消
防
署
　
救
急
・
救
助
係

☎
88
―
３
１
１
９

平成23年度

交通災害共済は、
全市町村で行う助け合いの制度です。

新潟県交通災害共済

※４月以降のお申込みはその翌日
から平成24年3月31日までが共
済期間になります。
お問い合わせ 
市役所総務課 防災安全係
☎63-5135(直通)　
または、各支所・
サービスセンターの
担当係へお願い
します。

お申込期間
　平成23年2月1日～3月31日

共 済 期 間
　平成23年4月1日～平成24年3月31日

有
　
料
　
広
　
告

補聴器相談
今、お使いの補聴器に

ご不満のある方、ご相談下さい。

補聴器へのご質問、修理

音質調整など

MANO補聴器　５５－３８２０
　認定補聴器技能者　若林
　佐渡市吉岡９３６－７

掲載に関するご相談は
市役所総務課 広報広聴係 ☎63-3111
お気軽にお問い合わせください！

市報さどや市ホームページに
広告を掲載しませんか！

　市報さどの場合　1回につき
　　・60mm×57mmの枠…… 10,000円
　　・60mm×87mmの枠…… 15,000円
　　・60mm×176mmの枠…… 30,000円
　市ホームページの場合　1か月につき
　　・トップページ　1枠……… 10,000円
　　・その他のページ1枠……… 5,000円

会社やお店の宣伝に、ぜひご利用ください。

お
わ
び
と
訂
正
　
　
市
報
さ
ど
お
知
ら
せ
版

１
月
25
日
発
行
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
８
ペ
ー
ジ
）「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
２
月
」

で
、「
沢
根
港
さ
わ
た
カ
キ
ま
つ
り
」は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

『
と
き
の
会
』の
ご
案
内

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

（
高
校
３
年
生
）を
接
種
し
ま
し
ょ
う

お
　
知
　
ら
　
せ

年会費500円
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県
営
住
宅
　

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
２
月
28
日（
月
）午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
３
月
下
旬
（
※
応
募
数
に
よ

り
　
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人

「
青
柳
寺
住
宅
」１
名
／「
真
浦
団
地
」２
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

☎
63
―
５
１
１
８
　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
土
地
関
係
、
会
社
関
係
、
家
事
関
係
、
多

重
債
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
の
法
的
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
の
た
め
、
弁
護
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
問
題
が
複
雑
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
相
談
が
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
問

題
解
決
の
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
面
談
方
式
で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
５
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付
　
２
月
10
日（
木
）〜
３
月
３
日（
木
）

予
約
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
市
民
相
談
室
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
係
　
☎
57―

８
１
４
３

★
面
談
方
式
で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
21
日（
月
）〜
25
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・

信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続

き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55―

３
１
１
７

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
④
」
に
加
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

・
青
柳
寺
住
宅
「
⑤
」

・
真
浦
団
地
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

③
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

平成23・24年度の佐渡市における

　①建設工事

　②建設コンサルタント等委託業務

　③物品の購入（製造）および業務委託

の競争入札等に参加するために必要と

なる入札参加資格審査申請の「定期申

請」は1月31日で締め切りました。

　新たに申請をしたい方、申請をお忘
れになった方については、４月１日か
ら随時受け付けを行います。
　詳しくは、佐渡市ホームページ「入

札情報」にてご確認いただくか、下記

担当までお問い合わせください。

お問い合わせ　
　市役所財務課　契約検査室契約係　

　☎63－5137

物品の購入（製造）および業務委託の
平成23・24年度入札参加資格審査申請

《お忘れになった方へ》
お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

弁
護
士
無
料
相
談
会

21



「佐渡ロングステイ・セミナー」開催
小春日和に恵まれた、去る平成22年12月11日、東京都渋谷

区表参道の新潟館・ネスパス3階会議室で「第3回佐渡ロン

グステイ・セミナー」が開催された。佐渡観光協会・佐渡ロン

グステイ推進協議会が運営し、ＮＰＯ法人交流・暮らしネッ

トが後援するセミナーであり、豊かな自然と、温泉や食に恵

まれた佐渡にゆったりと滞在し、人々の生活振りや懐深い文

化・歴史に触れる「佐渡１週間ロングステイ」モニターを募集

するものである。このセミナーは平成21年度から開始され、

本年（平成22年）は、9月25日の第1回に始まり、平成23年3

月19日の第6回まで計画されている。毎回、佐渡に関わるテ

ーマを取り上げて講演が行われ、佐渡滞在の魅力の紹介が

なされている。今回のテーマは「北前船交易と小木港の繁

栄」と題した講演がＮＰＯ法人 交流・暮らしネット事務局長

永田英雄氏から行われた。佐渡の特徴として、「混交文化と

自然と伝統生活が温存されており、北前船交易で日本各地に

つながってきた島」との紹介がなされた。今回のセミナーに

は、10数名の方々が参加されており、講演後にアンケート調

査が行われた。モニターに応募予定の方々が数名おり、また

「佐渡１週間滞在」の印象として“朱鷺に会いたい、自然の

中で北国の生活をしてみたい、ジックリ観光できそう、地元

の方との交流も楽しみ、ゆっくり歴史探訪するのに良さそう”

等、関心の高さを伺わせる

回答がなされた。このセミナ

ーを通じて佐渡長期滞在の

方々の増加が期待される。

（文責：佐渡市東京事務所

　　　　　　    榎谷端夫）

　
　
　
　

　
立
春
は
過
ぎ
ま
し
た
が
寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
く

て
、
部
屋
に
こ
も
り
が
ち
で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
私
は
自

分
の
生
活
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
を
考
え
て
い

て
、
一
昨
年
冬
、
ま
ず
は
居
間
の
暖
房
を
灯
油
ス
ト
ー

ブ
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
に
転
換
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
５
月
ご
ろ
か
ら
、
ひ
と
冬
分
の
薪
の
用
意
を

始
め
ま
し
た
。
許
可
を
得
た
知
り
合
い
の
間
伐
林
か

ら
、
倒
れ
て
い
る
杉
を
友
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
朝
早

く
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
り
わ
け
、
搬
出
に
汗
を
か

い
た
り
、
地
境
の
木
を
切
り
倒
し
た
り
、
た
き
つ
け
の

竹
を
用
意
し
た
り
し
て
、
秋
に
は
薪
の
山
を
積
み
上
げ

て
鼻
高
々
で
し
た
が
、
こ
こ
へ
来
て
の
寒
さ
で
、
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
山
が
低
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
調
子
で
は
薪
の
追
加
手
当
て
を
し
な
く
て
は
と
悩

ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
の
倍
は
切
り
出
さ
な
け
れ

ば
間
に
合
わ
な
い
よ
う
で
す
。

　
佐
渡
市
は
環
境
を
標
榜
し
、
低
炭
素
の
島
と
生
物
多

様
性
の
島
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
私
の
薪
の

準
備
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は

周
辺
に
潤
沢
に
あ
っ
て
も
、
我
々
の
生
活
を
ま
か
な
う

に
は
そ
の
手
間
と
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
生
易
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
前
、
佐
渡
市
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
論
を
展
開
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま

り
に
も
現
実
と
の
落
差
が
激
し
く
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
島
民
の
中
か
ら
新
た
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
の
議
論
や
研
究
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
て
、

頼
も
し
い
限
り
で
す
。
い
つ
の
日
に
か
理
想
が
実
現
で

き
れ
ば
と
、
新
し
い
取
組
み
に
頭
を
め
ぐ
ら
せ
な
が

ら
、
薪
を
く
べ
て
い
ま
す
。

雪しかってな～に？？　　長岡市では、明治
初期、冬の間に雪を積み上げ、溶けないよう

にワラで覆ったものを「雪にお」と呼び、夏の

間にその雪を販売するお店がありました。雪

に負けず雪を楽しもうと、当時の「雪しか屋」

というお店の名前から、「雪しか祭り」と名付

けました。

期日　2月19日（土）～20日（日）
ジャンボスノーすべり台、ミス雪娘コンテス

ト、雪花火ほか（天候等により、イベント内容

は変更となる場合があります。詳細はお問い

合わせください。）

会場　ハイブ長岡ほか
　　 （長岡市千秋3丁目315番地11）

お問い合わせ　長岡雪しか祭り実行委員会
　  （長岡市観光課内　☎0258－39－2221）

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

佐渡市と長岡市は「集客プロモーションパートナー
都市協定」を結び、集客に向けたPR活動をお互い
に支援しています。

長岡おでかけ情報

長岡雪しか祭り

首都圏情報コーナー

No.
51
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 12.14～1.13届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

12.5
12.15
12.16
12.24
12.26
12.28
12.31
1.2
12.7
12.9
12.14
12.20
12.20
12.17
12.20
12.20
12.31
12.15

広太
健朗
正寿
洋
勝
一希
一規
正明
力
周市
拓郎
明弘
高志
俊弥
竜一
直輝
剛
賢一

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
金　井

原黒
加茂歌代
梅津
梅津
北鵜島
両津湊
梅津
片野尾
相川一町目
相川小六町
北狄
稲鯨
相川小六町
八幡
八幡
山田
市野沢
千種

（はると）
（あかり）
（そう）
（みなみ）
（まゆ）
（さとか）
（かりん）
（みおん）
（らいく）
（あおと）
（あおい）
（ここな）
（だいや）
（ひなた）
（みらい）
（しほ）
（ひなた）
（そうすけ）

新　美　悠　人
静　間　朱　里
本　間　　　颯
髙　橋　　　陽
山　本　真　優
土　屋　俐　歌
仲　川　果　琳
津　村　美　穏
持　田　來　玖
山　本　蒼　斗
北　見　　　葵
岩　﨑　心　花
石　井　大　優
福　田　陽　向
武　藤　未　来
杉　山　詩　歩
渋　谷　日向汰
土　屋　奏　介

12.19
12.19
12.19
12.20
12.21
12.22
12.22
12.25
12.26
12.28
12.28
12.31
1.2
1.2
1.4
1.5
1.6
1.7
1.7
1.10
1.13
1.13
12.21
12.22
12.23
12.23
12.25
12.28
12.28
12.28
12.30
12.30
12.31
1.4
1.6
1.7

12.15
12.19
12.20
12.23
12.28
12.30
1.2

12.18
12.20

91
59
81
95
91
85
79
74
87
91
71
84
93
73
90
84
86
89
87
87
74
89
85
73
68
76
90
85
89
94
80
88
55
76
53
85
80
84
84
95
89
1
95
86
92

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃

春日
和木
和木
北鵜島
両津夷
両津夷
鷲崎
両津湊
加茂歌代
加茂歌代
鷲崎
両津湊
両津湊
両津夷
梅津
立野
北鵜島
両津湊
両津湊
吾潟
両津湊
玉崎
姫津
稲鯨
姫津
相川下戸村
姫津
小野見
大倉
入川
小川
大倉
達者
戸中
北片辺
石花
沢根町
窪田
河原田諏訪町
鍛冶町
八幡
中原
中原
千種
水渡田

川　上　フ　ジ
小　川　則　夫
森　本　尚　一
若　城　ハ　ル
檜　田　テ　ル
岩　原　千　鶴
岩　脇　昭　一
北　本　マサ子
甲　斐　マサヱ
榎　　　ナ　ツ
田　中　　　實
北　　　章　吉
山　本　健　次
藤　井　新　也
祝　　　カズエ
田　中　　　弘
土　屋　八　重
塚　本　登里子
田　中　賢　一
佐々木　シノブ
須　田　　　惺
齋　藤　ト　リ
森　井　亀次郎
岩　﨑　　　　
　　井　三　江
川　端　淳　市
　　井　浅治郎
斉　藤　幸　作
和　田　登　枝
仲　田　ハ　ツ
小　杉　秀　子
清　水　コ　ト
和　倉　　　造
近　藤　照　夫
榮　治　真由美
本　間　權　平
渡　邊　文　子
小田　　キサ子
細　野　　次郎
山　下　ヨ　シ
石　井　キ　ク
後　藤　信　人
遠　藤　よ　ね
中　川　幸　子
土　屋　ナ　カ

1.7
1.8
1.11
12.15
12.16
12.18
12.26
12.28
12.28
12.29
1.5
1.5
1.12
12.23
12.25
12.25
12.26
1.5
1.7
1.7

12.21
12.24
12.26
1.5
1.6
1.7

12.17
12.21
12.22
12.24
12.29
1.2
1.12
12.13
12.14
12.14
12.16
12.18
12.30
12.31
1.3
1.8
1.8

12.19
12.20

92
96
77
91
78
89
99
93
77
84
76
96
90
94
90
98
81
93
92
85
83
100
96
93
89
91
94
86
84
87
58
90
95
51
87
85
82
78
84
82
82
83
78
92
80

金　井
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃

泉
中興
千種
新穂井内
新穂長畝
新穂正明寺
新穂皆川
新穂武井
新穂北方
新穂北方
新穂大野
新穂長畝
新穂舟下
畉田
小倉
目黒町
畑野
寺田
畑野
多田
滝脇
西三川
真野新町
真野新町
豊田
吉岡
琴浦
小木町
小木町
小木町
小木
小木町
犬神平
羽茂小泊
羽茂大橋
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂小泊
羽茂上山田
徳和
赤泊

藤　井　武　夫
浅　木　富　男
山　城　美智子
土　屋　ミ　ヨ
土　屋　清　一
山　本　フ　サ
渡　部　悌一郎
田　長　チ　ヨ
末　武　　　榮
柳　嶋　容　子
本　間　輝　昭
池　　　シズヱ
民　部　春　市
小　田　キ　ク
藤　原　タ　ツ
渡　部　義　惠
本　間　久　江
小　田　幸太郎
本　間　ミ　ヨ
松　本　ヤ　エ 
計　良　仁　吉
佐々木　悦太郎
髙　野　トシ子
髙　野　キ　ミ
山　口　寅　尾 
佐々木　ヨシエ
髙　藤　仁　作
村　川　村　二
藤　井　　　久
藤　井　カズ子
福　井　一　司
髙　藤　　　松
本　間　タ　ネ
岡　﨑　智　子
佐　野　シヅヱ
八木澤　キ　ヨ
羽　生　嘉壽男
海老名　榮　二
田　中　紀三治
若　林　　　脩
渡　邉　典　昭
金　子　源　江
渡　邉　ハツエ
有　泉　キヨヱ
臼　杵　義　勝

12.19
12.22
12.27
12.27
12.6
12.7
12.22
12.4
12.7
12.17
12.8
12.19
12.31
12.31
1.6

12.28
12.2
12.5
12.7
8.21

修
憲昭
英司
信雄
慎太郎
和樹
真史
和喜
琢郎
啓介
藤一
広幸
隆祥
幸治
雅彦
輝彦
拓也
広太
誠
正博

金　井
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
羽　茂
　〃
　〃
赤　泊

貝塚
金井新保
吉井本郷
千種
下新穂
新穂正明寺
新穂長畝
三宮
畑野
畑野
豊田
真野新町
長石
吉岡
田切須
小木町
羽茂三瀬
羽茂大崎
羽茂上山田
莚場

（れん）
（みと）
（ゆうき）
（はる）
（しょうた）
（こうし）
（あいり）
（すずね）
（まゆ）
（あおい）
（ななみ）
（りゅうせい）
（みゆう）
（たつきち）
（ゆうか）
（りんや）
（ゆあ）
（たけろう）
（かなみ）
（いろは）

石　川　　　蓮
駒　形　美　柊
仲　田　優　希
菊　地　隼　瑠
椎　井　祥　太
山　口　昊　士
佐々木　愛　里
金　子　鈴　音
佐々木　磨　友
本　間　葵　衣
本　間　奈々生
町　野　琉　星
佐　野　美　羽
飯　田　竜　吉
佐々木　優　香
中　原　凜　也
齊　藤　結　愛
金　塚　竹　朗
白　井　望　結
上野山　いろは

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

8/23
届出
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佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成23年2月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係）☎63-5139

アドレス sado@psmail.jp に空メールを送
ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

　現在、佐渡市ではトキをシンボルとした生物多様性
の保全、低炭素社会の構築に関する取組みを推進してい

ます。このたび、この取組みをさらに市民の皆さまにご理解い
ただき、推進するためのフォーラムを開催します。

朱鷺と暮らす郷・低炭素島づくり
推進フォーラム を開催します
朱鷺と暮らす郷・低炭素島づくり
推進フォーラム を開催します
朱鷺と暮らす郷・低炭素島づくり
推進フォーラム を開催します

　佐渡人権啓発活動地域ネットワーク協議会（佐渡市・新潟地方法務局佐渡支局・
佐渡人権擁護委員協議会）では、幼稚園・小学生のみなさんがお互いに協力し花を
育てることを通して情操を豊かにし、人権思想の理解を体得してもらうことを目的
とした「人権の花」運動を実施しています。「人権の花」をいっぱい咲かせてくれた
幼稚園・小学校のみなさん、ありがとうございました。

✿「人権の花」運動に取り組んだ幼稚園と小学校
あいかわ幼稚園　さわた幼稚園　小木幼稚園
両津吉井小学校　内海府小学校　相川小学校
金泉小学校　沢根小学校　八幡小学校　金井吉井小学校
新穂小学校　小倉小学校　松ヶ崎小学校　小木小学校
赤泊小学校

「人権の花」運動 ～大きな花が咲きました～

2月27日（日）
午前10時～正午
トキのむら元気館　
コミュニティホール

※参加申込、参加費ともに不要

ぜひご参加ください！

主催：朱鷺と暮らす郷づくり推進協議会
共催：佐渡低炭素島づくり協議会

お問い合わせ
市役所農林水産課 生物多様性
推進室生物共生推進係 ☎63－3761

日時

会場

プログラム

◆新潟地方法務局佐渡支局☎74－3787

毎月第1・3金曜 午後5時から CNS情報番組「さどチャン」内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

基調講演① 「低炭素社会の構築と地域の価値向上のためのブランド戦略（仮題）」
　講師  金谷 年展 さん （慶応大学大学院政策メディア研究科教授）
　　【講師紹介】国や地方自治体の委員など30以上の公職を務める一方、『メ

ルセデス・ベンツ』や『プリウス』など企業や商品のブランド化や『大間のマ
グロ』『白金豚』といった食材や地域のブランド化をはじめ、世論を動かし
た数多くの商品やヒットブランドを生み出した。また、『健康住宅』や『外
断熱』『耐震住宅』等住宅分野の様々なブームの仕掛け人でもある。

基調講演② 「朱鷺と暮らす郷米と消費者動向について（仮題）」
　講師  金子 真人 さん （株式会社金子商店専務取締役　五ツ星お米マイスター）
　　【講師紹介】テレビ、ラジオ、雑誌などで、お米の魅力を伝える活動を展開す

る。また、子どもたちへのお米の授業、国内外での講演では、お米の話だけ
では留まらず、農業、環境や食文化など幅広い視点の話が展開されている。
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